
プレゼンテーション資料をデザインする

アカデミックなプレゼンテーション資料においては、相手に正確な情報が伝わることが大切です。
掲載される情報の正確さや論理の流れを適切に可視化するとともに、それらを相手が理解しやす
く整えることが求められます。

そのためにはデザインが重要です。といっても、職業としてのデザイナーが用いるような高度な
スキルまでは不要です。デザイナーの実践のなかで蓄積されてきたノウハウのうち、原則となる
部分を参照して、効率よく作成を進めてみましょう。

▢ 資料の特性を把握して作成しましたか？

▢ 正確な情報と論理構成を用意しましたか？

▢ 整列とグループを意識しましたか？

▢ コントラストと統一を意識しましたか？

▢ 色づかいに意味をもたせましたか？

▢ 情報に過不足がないか、全体の流れがよいかを確認しましたか？

スライド：全体の枚数と文字サイズに注意します。見出しフォン
トは36pt以上で本文が28pt以上、1分１枚換算を目安にしましょ
う。文章をそのまま載せるよりも、箇条書きや概念図などが適し
ています。

ポスター：遠目から概要が読み取れることと、近づいて詳細を確
認できることを両立させましょう。内容が把握できるような小
見出しをつける、図表の注目してほしい箇所だけに強調色を使
う、全体の構造を一目で把握できるようにすることなどがポイン
トになります。

 資料の特性に合わせて作る
意味のある情報であるからこそ、見た目を整える手間をかけて他
者に伝える価値があります。ほかのガイドを参考に、準備をして
おきましょう。《参照⇒クリティカル・リーディング 、効果的なを行う

プレゼンテーションを準備する》

 正確な情報と論理構成を用意する

これらの項目を順に
達成していきましょう。
それぞれの具体的な方法は
以下を読んでください。

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/asg/criticalreading/CriticalReading.pdf
http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/asg/prepareeffectivepresentation/PrepareEffectivePresentation.pdf
http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/asg/prepareeffectivepresentation/PrepareEffectivePresentation.pdf


タイトルと小見出し、小見出しと本文の文字サイズなど、階層間
に明確な差をつけるようにしましょう。文字色変更、ラインやマ
ークの追加、背景色などが利用できます。

スライド全体を通じて、同じデザインを繰り返すようにしましょ
う。たとえば、小見出しのフォント、ラインやマーク、グループと
グループの間の余白の大きさなどです。異なるデザインは、異な
る意味をもたせるために使用します。

作成したスライドやポスターを最終確認しましょう。スライド
の場合は、実際に話しながらページを追ってみると情報の過不足
や流れの悪い箇所がよくわかります。ポスターの場合は、遠くか
ら全体を眺めて、視線を順序よく誘導できているか、3分以内で
概要を説明できるかどうかを確認します。

かを確かめましょう。スライドならばプレゼンテーションに使
用する最終ページの後ろに追加しておく、ポスターならば手持ち
資料を準備することもできます。配付資料があるならば、そちら
に加えてもよいでしょう。

 情報の過不足と全体の流れを確認する

色に意味をもたせるようにしましょう。意味なく多用すると、読
み手は混乱したり、認識に時間がかかったりします。目立たせた
いところにだけアクセントカラーを使用するとよいでしょう。

色覚特性にも配慮が必要です。区別がつきづらいとされる、赤と
緑、オレンジと黄緑、青と紫、焦げ茶と深緑、グレーとピンクなど
の組み合わせを避けるようにしましょう。

 色づかいを考える 整列させ、グループをつくる

項目間や段組の間を調整して、内容ごとのまとまりを作るように
しましょう。読み手が構成を認識しやすくなります。

 コントラストをつけ、デザインを統一する

［プレゼンテーション資料をデザインする］

発行｜2018.3.20 名古屋大学教養教育院 ＆ 高等教育研究センター　　　作成｜齋藤 芳子

推奨文献
齋藤芳子・茂登山清文監修，遠藤潤一・齋藤芳子（2018 ．会化文育教本日部中，』る作に的果効をータスポとドイラス　門入ンイザデ報情のめたの表発究研『）
（旧版がオンライン公開されています⇨URL: http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/infodesign/）

ことを意識しましょう。ガタガタしていると読み手
にとってはノイズとなり、本来伝えるべき内容が伝わりにくくな
ります。


